










要約：積極的な精神面支援が妊産婦に及ぼす影響について検討するため、平成 6 年 11 月

から 12 月の間に当科で分娩となった 31 例を対象として、Stein および EPDS によるアン

ケート調査を行った。精神面支援強化前の平成5年度と強化後の平成 6年度におけるマタ

ニテイーブルーズの発症率は、妊娠合併症群では 24.5%から 40.0%に増加傾向を示し、合

併症を有する妊産婦への対処法は今後の課題と考えられた。一方、合併症のない群では

30.4%から 12.5%に有意に減少し、正常妊産婦に対しては精神面支援の強化の有効性が示

唆された。産後 1 ヶ月の EPDS スコアも、合併症のない群では 5.4±2.9 から 3.1±1.4 へ

と有意に低下し、同様の結果が得られた。母体の精神状態に大きな影響を与えると考えら

れる長期入院・母児隔離に対して、当科の 31 例に関連総合病院の 37 例を加えた 68 例を

対象として同様の調査を行った。産後 5 日間の Stein のスコアは、長期入院群(9 例)、母

児隔離群(6 例)ともに対照群に比べて高値であり、特に母児隔離群には高スコア例が多く

見られた。マタニティーブルーズの発症率はそれぞれ 44.4%、66.7%と対照群の 27.1%、26.2%

に比べて高率であった。合併症妊娠、そのなかでも長期入院症例や母児の隔離があった症

例に対する精神面支援の方法に関しては、一層の検討が必要である。


